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開催概要                            

世界は今、環境問題、エネルギー問題、パンデミックなど、大きな課題に向き合っています。私たちは何

を学び、どのように「持続可能で豊かな世界」を目指していくのか。 

2026 年に開学 100 周年を迎える名城大学は、将来ビジョンで「「中部から世界へ「創造型実学の名城大学」を

策定し、包括連携協定を結ぶ東北大学は、開学以来「実学尊重」の精神を掲げています。いま大学に求めら

れる科学研究・人材育成・産学連携の在り方とは。そして、企業がとるべき針路とは。 

研究開発で産業界に大きなインパクトを与え、ノーベル賞候補と注目されるトップ研究者が、「実学」の重

要性を確認しながら、大学と産業界の未来を熱く語り合いました。 

 

開催日時：2023 年 3 月 15 日（水）「15：00～17：00（14：30 開場予定） 

場  所：名城大学「天白キャンパス「共通講義棟北「名城ホール（N101） 

主「催「者：［主催］名城大学「［共催］東北大学「［協賛］中部経済新聞社、名城大学校友会 

 

パネリスト                          

大野英男氏 東北大学「総長 

東京都出身。1982 年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了（工学博士）。東

北大学工学部教授、同大電気通信研究所教授、所長、同研究所付附属ナノ・スピ

ン実験施設施設長、同大スピントロニクス学術連携研究教育センター長などを経

て、2018 年第 22 代東北大学総長に就任。専門はスピントロニクス、半導体物理「・

半導体工学。2003 年「The「IUPAP「Magnetism「Prize、2005 年日本学士院賞など受

賞。 

 

飯島澄男氏 名城大学「終身教授、東北大学「特別招聘プロフェッサー 

埼玉県出身。1968 年東北大学大学院理学研究科物理学専攻博士課程修了「（理学博

士）。1970 年渡米。アリゾナ州立大学で高分解能電子顕微鏡の研究。1991 年カー

ボンナノチューブを発見。2002 年フランクリンメダル、2008 年カブリ賞、2009

年文化勲章等を受章。1999 年名城大学教授、2010 年名城大学終身教授。日本学士

院会員、NEC 特別主席研究員、産業技術総合研究所名誉フェロー。 

 

 

佐川眞人氏 大同特殊鋼株式会社「顧問、 

名城大学カーボンニュートラル研究推進機構シニアフェロー 

東北大学「特別招聘プロフェッサー 

徳島県出身。1972 年東北大学大学院工学研究科金属材料工学専攻博士課程修了

（工学博士）。1972 年富士通「（株）入社、1982 年住友特殊金属「（株）で永久磁石

「ネオジム磁石」を開発。インターメタリックス「（株）、NDFEB「（株）を設立、2016

年大同特殊鋼（株）顧問。2022 年エリザベス女王工学賞を受賞。

 



2 

 

開会あいさつ              

名城大学「学長 小原 章裕 

 本日は年度末のご多用のところ、大学生「・教育

関係者、そして何よりも産業界から大変幅広く関

心を持っていただき、多くのみなさまにご参加い

ただきましたこと、心からお礼申し上げます。 

また、パネリストをお引き受けいただきました

東北大学総長「・大野英男先生、大同特殊鋼株式会

社顧問の佐川眞人先生、そして本学終身教授であ

る飯島澄男先生、そして本日のファシリテーター

をお務めいただく室山哲也様におかれましては、

このシンポジウムにご賛同いただきご協力いた

だきましたことを、心からお礼申し上げます。 

また、遠路はるばる東北大学から理事「・副学長

の佐々木啓一先生、そして産学連携部長の佐藤敬

浩様にご臨席いただきましたこと、あわせてお礼

を申し上げます。ありがとうございます。 

 さて、わが名城大学は、3年後の 2026 年に開学

100 周年の節目を迎えます。現在、2026 年を目標

年とする戦略プラン「「MS-26」を策定し、教育「・研

究「・社会連携を含めて様々な取り組みを行い、事

業を推進しております。そのなかでも研究という

観点におきましては、2014 年にノーベル物理学賞

を受賞された、亡き赤﨑勇先生が長年にわたって

リードされてきた「青色 LED」を基点とした新規

光デバイス研究、そしてカーボンナノチューブの

発見者であり、本日のパネリストでもあります飯

島澄男先生の研究グループを中心とした「「ナノ材

料分野の研究」は、本学の研究のツインブランド

として、大きく大学の特色を発揮するだけでなく、

世界の研究を牽引してまいりました。 

現在、このツインブランドについて、国際的研

究拠点の形成確立を目指しているところです。た

とえば 2019 年にノーベル化学賞を受賞されまし

た、本学終身教授の吉野彰先生にご助言いただい

ている次世代バッテリーの開発研究、あるいは理

工系に加えて農学部「・薬学部の教員が研究協力体

制を構築し、疾病予防に特化した機能性食品を創

出するなどの、ライフサイエンス領域における研

究強化にも注力しております。さらには全人類の

課題であるカーボンニュートラル社会の実現に

向けた、我々高等機関への社会からの高い期待に

応えるため、昨年４月には、本日のパネリストで

あります佐川眞人先生をシニアフェローにお迎

えして、カーボンニュートラル研究推進機構を新

たに設立いたしました。総合大学の強みを最大限

に生かし、多種多様な分野の研究者の連携「・融合

によるブレークスルーを目指して、すでに複数の

研究プロジェクトが生まれております。 

このような研究力向上への取り組みは、研究そ

のものだけではなく教育、あるいは社会への還元

に直結し、本学の競争力向上に資する重要事項で

あると認識しております。国内外の産学官研究ネ

ットワーク構築や人的交流による共同研究の推

進・実践など、具体的アクションプランを掲げ、

鋭意強化に努めていく所存でございます。 

 さて、本日の特別シンポジウムは、名城大学と

東北大学との共催となりますが、少し経緯につい

てご紹介させていただきます。 

 本学は研究向上の一貫として、2019 年 10 月に

東北大学と「「包括連携協定」を締結しました。大

規模地震や水害を想定した減災研究分野の研究

組織である、本学「 自然災害リスク軽減研究セン

ター』と東北大学「 災害科学国際研究所』の知的「・

人的な交流がきっかけとなり、今日まで相互の協

力関係を育んでまいりました。加えて佐川先生と

飯島先生は東北大学大学院を修了されており、現

在においても東北大学の特別招聘プロフェッサ

ーの称号をお持ちであります。 
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このように名城大学と東北大学の間のさまざ

まなご縁がつながり、本日のこの豪華な 3先生に

よる特別シンポジウム開催が実現いたしました。 

本日のシンポジウムのテーマは「「大変革時代を

生き残るモノづくり、ヒトづくりとは――世界ト

ップの研究者が語る「 実学』と産業界の未来」と

いたしました。愛知県はご承知のとおり、自動車

をはじめとする世界的なモノづくりと産業の集

積地であることが大きな特色であります。技術革

新や産業構造の変化など、大変革時代に突入して

いる今日、愛知のモノづくりが関わる全ての産業

が活力を高め、日本の成長を力強くリードしてい

くことは、愛知県を中心としてイノベーション人

材を輩出する本学としてもたいへん重要なこと

だと認識しております。 

 本日は、本学と東北大学がともに重視する「 実

学』にも触れていただき、人材育成の観点を交え

た幅広いお話が聞けるものと思います。産学を代

表する有識者である、次のノーベル賞候補と目さ

れる世界の研究者でもある先生方による、貴重な

保存版となるシンポジウムで、私自身、本当に楽

しみにしております。 

 最後に、ここにご参集くださいました方々に、

改めて感謝申し上げますとともに、このシンポジ

ウムがみなさまにとって、有益で実りあるものに

なりますことを祈念いたしまして、私のあいさつ

とさせていただきます。 
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大変革時代を生き残るモノづくり、ヒトづくりとは 

――世界トップの研究者が語る「実学」と産業界の未来――

 

パネルディスカッション        

 

＜パネリスト＞ 

大野英男氏（東北大学「総長） 

飯島澄男氏「（名城大学「終身教授、東北大学「特別

招聘プロフェッサー） 

佐川眞人氏「（大同特殊鋼株式会社「顧問、名城大学

カーボンニュートラル研究推進機構「

シニアフェロー、東北大学「特別招聘

プロフェッサー） 

 

＜ファシリテーター＞ 

室山哲也氏（日本科学技術ジャーナリスト会議

（JASTJ）会長、元 NHK 解説主幹） 

 

 

 

 

 

 

【室山】まず今日のお話の内容をご紹介して、先

生方をお迎えしたいと思います。 

「大変革時代を生き残るモノづくり、ヒトづくり

とは」ということですね。これから豊かな未来社

会をテクノロジーによってどういうふうに切り

ひらいていったら良いだろうか、という話をこれ 

からします。エコロジカルフットプリントという

数値で見ますと、今、人類は地球 1.7 個分ぐらい

の生活を既にしているようで、全人類が今の文明

のままアメリカ人並みのレベルの生活をしたら

地球が 5個必要だ、という話があります。要する

に地球が持っているキャパシティと人間の要求

にアンバランスが起きていて、人口がどんどん増

えていくなかで、いろいろなビックイシューが起

きている。持続可能な社会をどうつくるかが問わ
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れている。具体的に言うと、人口がどんどん増え

ていって大気や海などの汚染が進み、生物多様性

が失われ、エネルギーが不足し、食糧が不足し、

気候変動、温暖化が起きているというわけですね。

それぞれは病気の 1つの症状に過ぎなくて、大元

の人間の文明そのものをチェンジしていかない

と、どうもこのままでは持続可能になりそうにな

いぞ、という状況のなかで、ウクライナで戦争が

起き、米中対決とか、いろいろなものごとが起き

て、日本は少子高齢化で苦しむ、というようなこ

とがその上に乗っかっているということになり

ます。 

問題は山積しているのですが、今日は非常に優

れた 3名の先生方をお呼びして、テクノロジーを

使って今の課題をどんな風にブレークスルーし

ていくのか、それぞれのお考えをうかがうととも

に、後半では人材育成ですね、どんな風に人を育

てていけば良いかというお話をうかがいたいと

思います。 

 

まずは、名城大学の飯島澄男終身教授です。み

なさんご存知のようにカーボンナノチューブを

発見されたナノサイエンスの先駆者です。 

続きまして、東北大学の大野英男総長です。ス

ピントロニクス分野の第一人者、スピントロニク

ス半導体ということで、いま世界を揺るがしてい

る方です。 

最後に、大同特殊鋼株式会社の佐川眞人特別顧

問です。世界最強と言われるネオジム磁石の発明

者で、これをモーターなどに使うと、べらぼうな

効果を発揮するのですが、すでに実用化されてい

ます。 

大変革時代とは           

【室山】流れとして最初に、この「大変革時代」

とは一体何なのよ、と問題意識を押さえたうえで、

主に「「気候変動」にどうテクノロジーで向き合う

か、をそれぞれのご研究の今までの実績と現状を

ご報告いただいて、今後それがどう発展しそうか、

ということをうかがいます。そのあとでどう「「人

材育成」をするか。企業の人材育成、大学の人材

育成、諸々の社会の在り方、そのようなことを議

論していきたいと思います。 

まず、大野先生。今回「「大変革時代」という大

きなタイトルをつけたのですが、今のこの時代に、

大野さんはどんなことがテクノロジーで解決し

ていくべき重要な課題だと思われているかご紹

介ください。 

【大野】すでに室山さんがおっしゃっていますが、

今の社会がそのまま継続していくということは、

もう考えられなくなりました。従って、特に若い

方々が中心になると思いますが、これからどのよ

うな未来を新たに切り拓いていくのかというこ

とが重要になると思います。 

切り拓くツールはなにか、ベースはなにかと言

うと、テクノロジーであり、今日のテーマの「「モ

ノづくり」です。「「モノづくり」だけで良いかとい

うことは、あとで議論の対象となるかと思います

が。我々が未来を切り拓くためには、「「モノづくり」

それが極めて重要な要素になると理解していま

す。 

【室山】今日は「「モノづくり」のお話です。ちょ

っと会場の方にうかがいたいのですが、産業界の

方は手を挙げてください。自動車産業に関わる方

は手を挙げてください。では、教育関係の方。教

育関係のなかで先生。次は学生さん。学生もいま

すね。高校生はいますか。いない。大学生ぐらい。

（参加者は）こういう感じです。 

 これから先生方に色々お話ししていただくな

かで、できるだけこういう方々の課題につながる

室山「哲也「氏 
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ような感じでいきたいと思います。 

飯島先生、テクノロジーで世界を切り拓くのだ

けど、テクノロジーだけではダメだと、「（事前の打

ち合わせで）おっしゃっていました。少し発言を

お願いします。 

【飯島】タイトルにあるように、「大変革時代に

我々はどうするか」、そういうことがテーマだろ

うと思いますが、最初に申し上げてしまいますけ

れど、モノづくり、テクノロジーが進歩するのは

大変結構ですが、昨今の世界の動きを見ていると、

ドローンが飛んだり、なにか物騒なものがいろい

ろ飛び交っていますね。あれはハイテクのエンド

プロダクトみたいなもので、そういうものを我々

は作っているというわけです。何を言いたいかと

いうと、役立つモノを作るのはいいけれど、やは

りそれをコントロールしないといけない、そこが

非常に重要だと思います。私自身も「「モノづくり」

をやっておりますが、使い方をどうするか、そこ

のところをみんなで考えなくちゃいけないと思

います。 

【室山】佐川先生、モノをコントロールするとい

う言葉が先ほど出ましたが、材料と向き合って研

究をされてきて、今の時代をどういう眼差しで見

れば良いかをお話しくださいますか。先生は材料

を研究していらして、材料の可能性を引き出して

いるわけですよね。結局はモノと人間の関係です

よね。その辺りで何が重要でしょうか。 

【佐川】とにかく材料の研究というのはすごく大

事だと思います。材料によっていろいろな問題を

解決できる。我々、材料科学者というのは、電子

の動きを同じ方向に揃えたり、いろいろな神業的

なことをやっていて、そういう材料によっていろ

いろな問題が解決できる。本当に素晴らしいこと

をやっているんですよね。ですから、材料の研究

によって、すべてではありませんが、いろいろな

問題が解決できます。たとえば、カーボンニュー

トラルの問題などは、材料の研究の発展で解決で

きるんですね。だから、材料の研究をどんどんや

っていきたい。 

そしてもう 1つみなさんに言いたいのは、周期

表を頭の中に入れていただきたいということで

す。たとえば、「鉄」ってどこにありました？ 鉄

は Fe ですが覚えていますか。そういう元素とい

うものを、難しいものは良いとして、だいたいの

ことは、みんな分かるようにしてください。なぜ

リチウムイオンの電池が一番良いのか。リチウム

は一番軽いアルカリ金属ですよね。そんな元素を、

もっともっとみなさんが知っていて欲しいと思

います。 

【室山】いま周期表を知っているかと言われて、

ギョッとしました。家に帰ってもう一度ちゃんと

見てみようと思います。 

 

持続可能な社会をどう創るか     

【室山】これから議論を始めるのですが、その前

に「「持続可能な社会」をどう作るのか。いろいろ

な入口はありますが、気候変動問題を解決してい

くためのテクノロジーとカーボンニュートラル

をどう実現するか、この辺りを切り口に、それぞ

れのご研究の現状をお話しいただいて、そこから

話を広げていきたいと思います。 

 今回、事前にいただいたメモのなかに、大野先

生の非常に気になる言葉がございました。カーボ

ンニュートラルと言いながら、それはやはり豊か

な、人間が幸せな社会でなくてはいけないと私は

思うわけです。先生のメモのなかには「「持続可能

で柔軟なエコシステムを作る。宇宙の自然環境を

保全しつつ、人が文化的「・文明的、すなわち精神

的にも技術的、物質的にも豊かに暮らせる社会」

と書かれています。これはどういう意味でしょう

か。 

【大野】一言でお伝えすると、我々が今使ってい

るエネルギーをより豊かに使おうということで

す。つまり省エネによって地球の資源を使い尽く

さないようにしながら、そのエネルギーを賢く使

って、我々は精神的にも文明的にも、あるいは文

化的にも豊かな社会が作れるはずだ、と。そうい

うことを申し上げたつもりです。 

【室山】それは縄文時代に戻りましょう、という
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話ではないですよね。 

【大野】違います。我々が今享受している便利さ、

あるいは安全「・安心をさらに発展させる。さらに

発展させる時にエネルギーがさらに必要になる

ということではない解を一緒に探したい、そうい

うことです。 

 

ネオジム磁石について            

【室山】それでは、これからお三方の研究が今は

どこまで来ているかをお話しいただきたいと思

います。 

すでに世のなかに躍り出て、世のなかを大きく

変え始めている、変えてしまっていると言います

か、変えつつある、佐川先生のネオジム磁石の現

状をご説明いただきたいと思います。 

（スライドを見ながら）とにかくめちゃくちゃ

強い従来の 10 倍のパワーのある磁石を作ってい

る。これが今は世界を席巻しているということで

すね。 

 

どんな風にできているかは別として、このネオ

ジム磁石そのものの、特にカーボンニュートラル

にどうつながっていくか、どんな性質が優れてい

るかをご説明いただけますか。「世界の電力の半

分はモーターが消費していて、ネオジム磁石がそ

れを支えている」という記述がスライドの右上に

ありますが、この辺りをまず押さえていただけま

すか。 

 

【佐川】みなさんご存知だと思いますけれど、ネ

オジム磁石は「100 均から重工業まで」広い範囲

をカバーしています。ネットで検索すると、ネオ

ジム磁石の写真が出てくるくらい非常にポピュ

ラーになってきています。 

スマホにもネオジム磁石がたくさん使われて

います。スピーカーはもちろん、マイクロフォン、

それからカメラのレンズを動かして一瞬のうち

にピントを合わせています。あるいはいろいろな

モードの振動も全部ネオジム磁石なんですね。ネ

オジム磁石は身の回りに常に存在しているもの

です。それから、パソコン・エアコン・冷蔵庫・

洗濯機などにも使われています。特にこれからは

自動車の応用が大事で、もっと効率の良い自動車

のモーターを作ってもらうために、研究に取り組

んでいるところです。 

【室山】モーターが世界の電力の半分を消費して

いると書いてありますが、やはりそうなんですか。 

【佐川】そうですね。日本では 55％と言っていま

すね。それだけの量の電力を消費しているモータ

ーの効率を上げるのですから、大変な役割を担っ

ていると思います。あるいは風力発電ですね。ネ

オジム磁石を使うとコンパクトな装置になりま

す。このようにネオジム磁石は、小型かつ高効率

なモーター発電機の実現に寄与しているという

ことです。 

【室山】「「発明後 40 年間、ネオジム磁石を超える

永久磁石は開発されていない」とありますが、40

年間王者であり続けている状態なんですね。既に

大きな影響を与えていると思いますが、私が見て

ビックリしたのは、「まだポテンシャルをフル活

用していない」と。まだあるんですか。 

【佐川】永久磁石の性能を示す指標に「「エネルギ

ー積」というのがあって、その単位はメガガウス

エルステッドと言うややこしい名前です。ネオジ

ム磁石の数値は文献には 55 メガガウスエルステ

ッドと出てきます。ところが、そんな磁石はほと

んど使われていない。なぜかと言ったら温度に弱

い。だから全然使われていない。 

今私がやっているのは、55 メガガウスエルステ

ッドの性能を持ちながら、「（耐熱性の求められる）

佐川「眞人「氏 
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電気自動車のモーターに使えるネオジム磁石の

開発です。これはわかりづらいかもしれませんが、

大変なことなんです。 

【室山】今、自動車は大革命時代に入っていて、

EV や燃料電池車など、モーターで走る車がどんど

ん広がっていくと思いますが、その辺りのインパ

クトは、相当大きなものになるでしょう。どのく

らいのインパクトになりそうですか。 

【佐川】インパクトと言うと・・・ 

【室山】ここにいらっしゃるトヨタ自動車の方に

聞いたほうがいいですかね「（笑）。これからの社会、

世界の流れのなかにちゃんと乗っかっている技

術であるということですね。 

あとでゆっくり話していただくとして、今はポ

イントだけで良いのですが、なんでこういう魔法

のようなものができたのですか。 

【佐川】私が最初に磁石の研究を始めた時は、サ

マリウム・コバルト磁石というのがありました。

サマリウムはレア・アースです。レア・アースと

コバルトの組み合わせしか磁石にならないとみ

んな思い込んでいたんです。世界のすごい人たち

が、みんなそう思い込んでいたんです。一方初心

者だった私は「「なぜ鉄ではいけないんですか？コ

バルトよりも鉄の方は安いでしょう」と考えまし

た。鉄なら圧倒的に豊富ですし、鉄の方が磁力が

大きくなる可能性があると勉強したら分かりま

す。「「なんで鉄とレア「・アースの磁石はないのか？」

と頭のなかで考えて、ずっとアイデアを練ってい

たんです。それである時、鉄にカーボンとかボロ

ンとか希土類元素を入れたら良いと思いついて

開発を始めました。それが今のネオジム-鉄-ボロ

ン磁石につながりました。 

【室山】どの技術も激しい国際競争にさらされて

いますが、磁石の開発の観点では、日本の技術的

な位置は、世界のなかではどういう状況になって

いるのでしょうか。 

【佐川】サマリウム・コバルト磁石の時代から、

日本は世界の磁石の分野ではトップだったんで

す。もっと言いますと、1916 年頃に本多光太郎先

生が「「KS鋼」を発明されて、その時からずっと磁

石の伝統があるんです。それが私のところまで続

いて、ネオジム-鉄-ボロンを私が発明して日本が

世界をリードしているんです。 

ところが「「していた」と言うことでして、ネオ

ジム-鉄－ボロン磁石は生まれたのは日本ですが、

生産量は今では中国が圧倒的に多くて 90％は中

国です。中国には希土類資源もあるので、本当に

じっとしていたら日本から磁石の産業がなくな

るかもしれない、というぐらい心配な状態です。

それに懸命に抵抗しているところです。 

【室山】いろいろなところでこのパターンは聞く

んですが、日本で生まれたのに、最後に持ってい

かれちゃっている、なぜ、そういうふうになるの

か。その辺りの日本の技術政策というか、何が足

りなくてそうなっているんでしょうか。 

【佐川】中国にレア「・アースの資源がいっぱいあ

るということです。日本は世界のいたる所から希

土類をとってこなくてはいけませんが、ちょっと

出遅れているところがありますね。 

【室山】南鳥島などからレア・アースが見つかっ

たと聞いたことがありますが、その辺りの開発と

連動して総合的な目で進めていかなくてはなら

ないんですね。 

【佐川】そうですね。 

 

スピントロニクスとは        

【室山】次に、大野先生のご研究の現状を教えて

いただきたいと思います。スピントロニクス半導

体、これも私は素人なので、難しい話になったら

ついていけないので、ポイントの説明をお願いし

たいです。 

（スライドを見ながら）まず、半導体を作る時の

「高性能「・低消費電力化」と大きく書かれている

のですが、この辺りが大きな特徴ということでよ

ろしいのでしょうか。 

【大野】その通りです。 

 普段、我々が使っている半導体にスピントロニ

クス技術を組み合わせるということであります。

スピントロニクス技術というのは、磁石を基本と
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して、それを電気的に制御する技術であります。

磁石の技術と半導体の技術を組み合わせると、こ

れまで考えられなかったような高性能「・低消費電

力化ができる、ということです。 

【室山】事前にいただいたメモを見ますと、消費

電力が 100 分の１とか、電気供給なしで動くとか

書かれているんですが、そういう特徴があるので

すか。 

【大野】はい、消費電力、特にメモリを上手に高

速で使おうとすると、大変な電力が必要になりま

す。データセンターでも電力の大部分は半導体が

消費しています。それはなぜかと言うと、今使用

されている半導体メモリは常に電気を供給しな

いと中身を忘れてしまうんですね。フラッシュメ

モリのように一旦保存すれば忘れないじゃない

か、と思われるかもしれません。それはその通り

なのです。そういう種類のメモリは揮発しない

「不揮発性メモリ」と言います。この不揮発性メ

モリは、実は演算と一緒に使おうとすると遅くて、

しかも電力をものすごく食う、などの制約があり

ます。１ビットあたりの単価はすごく安い素晴ら

しいメモリなんですが、演算と一緒に使おうとす

ると使えない種類のメモリです。 

 

今は、演算と一緒に使えるメモリを不揮発にし

て、しかも今までは記憶をずっと残そうとすると

電力を消費し続ける状態だったのを、記憶をとっ

ておくだけの時には電気を供給しなくていい、と

いう世界を作ろうと開発しているところです。 

 

【室山】今、開発中という言葉が出ましたが、も

うある程度世のなかには出ているのでしょうか。

どの程度まで研究開発が行われていて、これから

どうなるのか、研究の現在地というか、どの辺り

に今来ているのかをお伝えいただけますか。 

【大野】まず、非常に大きな消費電力のあるデー

タセンターなどに使う半導体に実装するのは、こ

れからです。小さな電力をさらに少なくするとい

う意味ではすでに製品が出ています。半導体の集

積回路は、たとえば最近ですと熊本に進出した

TSMC や、インテル、サムスンなどグローバルファ

ンドが有名ですが、そのすべての会社が、このス

ピントロニクスのメモリは作っていて、かつ一部

は売り出しています。 

製品になっているものがあるのかということ

では、実は我々も買える製品が、もう出ています。

今日私も持ってくればよかったのですが、スマー

トウォッチです。3 万円ほどで購入可能なスマー

トウォッチは、実は GPS にエネルギーをすごく消

費します。そこにスピントロニクスの技術を入れ

て、「「１回の充電で 7日間もつ」と宣伝しているも

のもあります。我々の今の社会に、あるいは我々

の身近に入りつつあると言えます。 

 もう１点だけ付け加えると、現在主流の半導体

テクノロジーを CMOS と言いますが、CMOS は省エ

ネルギーだけれど遅かったんですね。それが最初

に何に使われたかと言うと、セイコーやシチズン

の電子時計、やはり腕時計だったんです。ですか

ら「（スピントロニクス半導体も）腕時計から入っ

ているというのは、私にとって非常に象徴的だな

と思います。こういうところで省エネルギーだと

いうことを示して、その後主流になっていく。

CMOS 技術は、今は主流中の主流の技術ですので。

そういう期待を抱かせるような導入のされかた

になっている、ということをお伝えしておきたい

と思います。 

【室山】今後どんどんAIも出てくるし、ICT社会、

IOT 社会に突入していくなかで、こういう半導体

の有り様というのは、今日のテーマでいきますと、

カーボンニュートラルであるとか、省エネ、そし

大野「英男「氏 
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て創エネですね、再生可能エネルギーであるとか、

いわゆる創り出すところの効率化を図ることで

カーボンニュートラルに迫っていくわけですが、

これから気候変動や我々を取り巻いているリス

クをクリアしていくために、半導体の開発はどの

ように役に立って、今後どうパワーを発揮してい

くのか、どのようにご覧になっていますか。 

【大野】今の生活を不便にしてカーボンニュート

ラルを実現しようとすれば、非常に大きなハード

ルが待ち構えています。みなさん、そうしたくな

いからですね。ですから、今の社会をさらに便利

にして、便利というだけではなくて、さらに進化

させて、我々の目に見えないところで進化し、か

つそこにはエネルギーが使われないという世界、

社会を目指すべきで、それには半導体の省エネル

ギー化が非常に大きな役割を果たします。 

 今日は自動車メーカーの方々がいらっしゃる

ということですけれども、自動車も今は頭脳があ

って、半導体をたくさん使いながら車をコントロ

ールしています。最近はどうか分かりませんけれ

ども、港に置いて長時間経つと電池がアウトにな

って車が動かなくなるような――2 週間か 1 ヶ月

か、ご存知の方は教えていただければと思います

が――そういう問題があるのは、先ほど申し上げ

たように半導体がエネルギーを使ってしまうか

らです。そのエネルギーを使わないようにすれば、

いつまでも長持ちする。それは一体どういう大き

な変化をもたらすか。まず社会をコントロールし

て省エネルギーにするには頭脳が必要で、それは

半導体しかありません。社会を省エネルギーにす

るのに半導体に頼らざるを得ないのは、もうそれ

以外の選択肢がないからです。 

半導体はどこまでエネルギーを減らせるのか

と言うと、省エネルギー化の大きな転換点という

のは、ある一定レベルのエネルギー以下で動いて

くれれば、そのエネルギーを環境から取ることが

できるということです。たとえば Wi-Fi の電波や

みなさんが歩く圧力、あるいは体温など、そうい

うところから取れるので電池がいらなくなりま

す。そうなると今は IOT の末端の話ですが、一番

コストがかかるのは電池の交換なんです。それが

いらなくなるということで。そういう世界が到来

するということを、ぜひ覚えていただいて、あと

何年か経った時に本当に来たな、と感じていただ

ければと思います。 

【室山】今日は勉強になりますね、いろいろと。

ちょっとジャーナリズム的な質問になりますが、

日本は今まで半導体王国と言われてきましたが、

今は台湾の TSMC などの半導体の製造が圧倒的に

なっていて押されている。最後のチャンスという

ことで、熊本などにも工場を建てたりしている状

況ですが、国際競争という面から見た時に、この

スピントロニクス半導体や大野先生の研究は、ど

ういう位置にいてどんなふうに状況を変えてい

きそうなのか、その辺りはいかがですか。 

【大野】半導体テクノロジーを振り返ってみると、

節目節目で大きなテクノロジーの変化がこれま

で起こっています。どういうところで起こったか

と言うと、それまでの技術においてエネルギーの

限界、もっと端的に言うと放熱の限界がくること

で、より消費エネルギーの低い新たな技術に転換

していったという歴史があります。スピントロニ

クスを使った半導体技術はエネルギーを圧倒的

に減らせます。今は AI 用にものすごいエネルギ

ーを使う半導体がたくさん売り出されているの

で、変曲点に来ているのだと思います。 

テクノロジーの変化の時に、新しいテクノロジ

ーが導入され、そこには従来の強かった会社と違

った会社、あるいは違ったエンティティが入って

くる。そこを我々は狙うべきだと思っています。 

【室山】スピントロニクス半導体の研究ではライ

バルはいるのですか。日本がぶっちぎり状態です

か。 

【大野】半導体は日本でほとんど生産されていま

せん。されてはいますが、外資系など、いろいろ

あります。ですので、半導体でぶっちぎりに勝つ

ということは、なかなかできないと思います。た

だし、賢くやることによって、日本の技術が、よ

く言われるチョークポイントという、そこを閉め

られたらたいへん困りますという技術になる可
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能性があり、それを狙って我々はやっていくべき

だと思います。つまり、戦略性が極めて重要であ

ると考えています。 

 東北大学は、実は半導体の研究がすごく盛んで、

全学で8,500平米のクリーンルームがあるのです

が、つい最近まで「「あなたたちはなぜ半導体の研

究をまだ続けているの？」と言われていたんです

ね。半導体の研究成果があがっても、それを生産

する日本企業はもうないじゃないか、と。「（外から）

買ってくればいいとみんな分かっている。だから

大学で研究する意味はないんじゃないかと言わ

れていたんです。ところがここ数年であっという

間に変わりまして、我々の研究成果を産業に転換

するにはどうしたらいいか知恵を集めよう、とい

う雰囲気になりました。これは今日のテーマでも

あるかもしれませんけれど、「「大変革時代」あるい

は「「大不透明時代」を象徴するできごとだと考え

ています。 

【室山】日本がなぜ半導体分野で後塵を拝したか

を取材してみると、半導体は設計、製造など、い

ろいろな要素を通過してできてきますが、全部身

内で、国内でやろうとして進めていた。対して台

湾はそれを切り取って製造に特化したために一

気に花開いたというふうに聞きますが、半導体を

作っていくプロセスそのものは、今後どうなって

いけば、日本はもう一度、かつての立場を取り戻

せるとお思いでしょうか。 

【大野】これはなかなか受け入れにくい面もある

かもしれませんけれども、まず、公的支援は絶対

に必要です。日本の半導体が負け続けてきた理由

には、今おっしゃられた側面と、それからやはり

競争相手は国をあげて半導体産業を振興してき

たということがあります。それに対して、我々は

民間の話として、「まだそんなところで失敗して

いるのか」「まだちゃんと利益を上げられない商

売をしているのか」ということを、ずっと国も周

りも言い続けてきた。そういう国をあげて支援が

ある産業や企業と我々はどう戦っていくのか、あ

るいは我々の戦いをどうしていくのか、というこ

とを、重要な産業である様々な分野においても考

えていかなくてはいけない。税金をどんどん入れ

れば良いという問題では、もちろんないわけです

けれども。いかに競争力を維持し高めていくかと

いうのは、いろいろな側面を考慮してやっていく

必要があるのだということを、我々はもう学んだ

のではないかと思っています。 

【室山】そういう知恵とモノづくりでやっていく

しかない日本なのに、なんでそれができないのか

と、なにかとても素朴な疑問を感じてしまうんで

すよね。目利きがいないから、これがキー・テク

ノロジーだということを見抜いていないのか。何

がそれを阻んでいるのか分からないのですけれ

ど、大野先生はどう思われますか。 

【大野】時代の雰囲気に流された、というのでし

ょうかね。経済安全保障という言葉が使われるよ

うになりましたけれども、そういう視点など、多

様な見方を持ったモノの考え方は、これまでなか

ったと思います。最初に申し上げたように、我々

が今の社会がずっと続くと思うなら、経済原理だ

けでいろいろなことを考えるのが正解だったと

思うのです。ところが経済原理だけではどうにも

ならない地政学的な変化が起こったときに、我々

の今までの経済原理だけでドライブしてきたや

り方は脆弱性があるということです。経済原理が

悪いと言っているわけではないのですけれど。国

として見ると脆弱性があるので、そういうところ

で全体をパッケージとして考えなければいけな

いということを、今回、改めて学んだのではない

かと思います。 

【室山】今回というのは、ウクライナ戦争のこと

ですか。 

【大野】今回は半導体敗戦、つまり半導体が実は

とても需要があって、我々はいつの間にか作れな

くなっている、という敗戦を意味しています。 

【室山】蘇って、再び日本は前面に躍り出ますで

しょうか。 

【大野】戦略性をもって上手にやれば、チャンス

はあると思います。これでまた「「なんであんなに

お金を使うのか」や「「ほかから買ってくれば、も

ういいじゃないか」ということになると、日本で
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は無理だと思います。何年か我慢するということ

と、戦略性「（が必要）。アメリカは日本に一度席巻

されたわけですが、それを地政学的なことも含め

て戦略的に挽回しました。我々は違ったやり方に

なるとは思いますが、半導体に関しては戦略性と

いうことは極めて重要なことだと思っています。 

【室山】政府が工場を誘致するなど、国も支援し

ながら巻き返そうと。「「最後のチャンスだ」という

言葉がニュースに出ていましたが、今の政府の取

り組みはどうでしょうか。十分ですか、これで良

さそうでしょうか。 

【大野】継続して「「官民」そして「「学」が一体に

なって人材育成も含めてやれば、それなりに世界

での存在感と経済的なシェアをとることができ

ると思います。今申し上げているのは半導体の一

部です。パワーに関しての半導体もありますし、

そこはまだ、日本が強いところです。ただ、中国

あるいはもっと資本力のあるところとのやりと

りを戦略的にやっていかなければいけないとい

うことと、あとはそれだけ重要な分野なので、日

本が独り勝ちするということはないです。いかに

世界と協力して日本にその分野をきちんと残し、

かつ、あまりいい言い方ではないかもしれません

が、チョークポイントをいくつか抑えるというこ

とが極めて重要だと思います。 

【室山】ラストクエスチョンですけれども、スピ

ントロニクス研究と今後の開発、社会実装化につ

いて、どのような研究開発をされて、今後どんな

風になっていくのでしょうか。 

【大野】私は材料、つまり、デバイス、単体をず

っとやってきたわけですけれども、それを集めて

集積回路の実証を今しているところです。半導体

の集積回路と組み合わせて実証するんですが、半

導体の集積回路が日本ではできないので、たとえ

ば TSMC と協力したり、ほかの企業のできるとこ

ろと協力したりしています。進んでいる・進んで

いないというのを、そういう大手の半導体会社が

我々と一緒にやりたいと言ってきてくれている

ことから判断すると、彼らから見て魅力的な技術

開発が東北大学で行われているという判断がで

きるのではないかと思っています。 

 

カーボンナノチューブとは      

【室山】さて、飯島先生お待たせいたしました。

カーボンナノチューブの現状をご説明いただき

たいのですが、（スライドを見ながら）いろいろ楽

しいことがいっぱい書かれていますね。まず、ぱ

っと目がいくのが、左側の「「ナノサイズのチュー

ブ状の物質である」と、これはみなさんご存知だ

と思います。人間が作った一番小さいチューブで

炭素でできている。だから、「「脱炭素化」というと

おかしくて……CO2 が良くないんですものね。重

さがアルミニウムの 2 分の 1、強度が鋼鉄の 100

倍と、このあたりが特徴ということでよろしいの

でしょうか。 

【飯島】そうですね、我々が日常接する材料とい

うのは、だいたい XYZ で四角とか三角とか、そう

いうものですけれど、これは丸いんですね。断面

が丸いというのは、非常にめずらしい材料です。

天然にはアスベストとか、一部のミネラルという

か鉱石には、こういう形をした材料がありますけ

れど、非常に稀な材料である。しかもカーボンで

ある。 

 

珍しいだけではなくて、カーボンナノチューブ

は 30 年前に出たのですが、未だにいろいろと研

究がされているんですね。何がおもしろいかとい

うと――今日はみなさんテクノロジーの方々が

多いかもしれませんが、カーボンナノチューブが

飯島「澄男「氏 
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出たことで、おそらく世界中で何万人のドクター

が出たはずなんです。ここにちょっと Google の

サイテーションがありますけれど、この論文一本

で 54,000 サイテーションがあります。これはと

んでもない数字で、それだけポピュラーだという

ことですね。 

なぜかというと、カーボンナノチューブは電気

も通すし、シリコンのように半導体にもなる。つ

まりトランジスタができる。あるいは、最近はも

うだいぶやっていますけれど、薬としても使える。

ドラッグデリバリーシステムと言って体内の癌

の部分に薬を持っていく。そのキャリアとしても

使われる。そんないろいろな使い方がある。しか

しながら、まだお金が儲かったと、そういう話は

あまり聞いていません。そういういろいろと未来

や将来がありそうだというのが、人気のあるとこ

ろだと思います。具体的なモノはいくつかありま

すが、世界を動かすようなモノはまだ出ていない、

というところが現状だと思います。 

 それから、先ほどちょっと申しましたけれども、

この材料が非常におもしろい、インパクトがある

というのは、工学の立場ではなくて基礎科学の立

場から見ると、こういう 20 年 30 年 50 年あとに

使えるかもしれないという、そういう希望を持て

るような材料を世界に出したという、出てきたと

いうところが、非常に意味のあることなんですね。

1970 年代の日本はちょうど経済が立ち上がると

ころで、私はアメリカにずっといましたけれど、

「ジャパニーズはエコノミックアニマル」とよく

言われていたんですね。要するに、半導体とか自

動車で金儲けばかりしている、と。基礎研究は何

をやっているんだ、全部借り物じゃないか、と。

そこが私の研究のモチベーションになっている

かもしれませんね。なにかバカにされているとい

うか、手持ちの技術はないじゃないかという・・・。

これは、カチンときましたね。そういう意味でカ

ーボンナノチューブというのは、まさにそこのと

ころに結び付く、非常におもしろいというか、そ

ういう意味では大切な材料だと思うんですね。 

もう少し言うと、我々の世界だとお金を追求す

るのも良いのですが、やはりこの国の文化という

か歴史に残るような、そういう仕事も誰かしなく

ちゃいけない。そういう意味では、カーボンナノ

チューブが日本から出てきたのは大変意義のあ

ることではないかと私自身は自負しています。 

【室山】「（事前にいただいた）メモを見ますと、電

気を今までのものより 1,000 倍ぐらい通すし、熱

の放散がすごいので複雑な回路が作れる。これは

半導体になる、ここの部分の話ですか、これは。 

【飯島】はい。ここ「（スライド）に X線カメラの

話が応用として出ていますが、まさしくカーボン

ナノチューブはカッパー「（銅）よりも大電流を流

せるので、大電流を流して電子を発生させて、そ

れをターゲットのメタルにぶつけてX線が出てく

る。小さなものの大電流をターゲットのメタルに

当てると強い X線が出てくる。小型の X線カメラ

ができるので、私の元の同僚、アメリカの先生に

なっていますけれど、彼は小型の X線カメラ、歯

医者さんとか乳がん検出のハンディなX線カメラ

にカーボンナノチューブを使っているという話

を、2,3 年前に聞いたことがあります。私自身あ

まり追及していませんが、使われているところは

あるのではないかな、と。 

【室山】ちょっと素人考えかもしれないです

が・・・。スピントロニクス半導体とこれが融合

するなんてことは、あり得るのですか。 

【飯島】「（半導体回路の線幅は）今は 10 ナノとか

５ナノとか、限界が今 2 ナノで、2 ナノの工場を

テキサスですか、アリゾナに作るとか言っていま

すけど、聞くところによると 1本の線ではなくて

ベルトなんですね。電流をとるためには幅を広く

しなくてはいけない。ところがカーボンナノチュ

ーブは2ナノにすれば大電流がとれてトランジス

タができる。その動きは残念ながら日本ではやっ

ていませんけれど、中国ではやっています。私の

元の同僚が北京大学でやっているし、MIT でもカ

ーボンナノチューブのトランジスタを開発して

いるという情報は入っております。 

NEC にいたときにスパコンとかああいう大きい

コンピュータを見に行くと、水がごうごうと流れ
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ているんですね。消防車がやるような、そのぐら

いの冷却水を流している。それはどういうことか

と言うとデバイスが大きいからですね。半導体は

大野先生の専門ですけれど、2 ナノにすると（デ

バイスが小型化できるため、発熱量が減り）省エ

ネになる、まさにカーボンニュートラルで。小さ

くすることによって省エネにもなる。 

なので、カーボンナノチューブはもしかしたら、

そっちのほうに使われるかもしれないという希

望は大いにあります。 

【室山】大野先生、スピントロニクスとは全然関

係ない話ですか、それともなにかつながりがある

のですか。 

【大野】究極のところまでいくと、飯島先生がお

っしゃられた電流密度が高くとれるというのは

すごく魅力なんですね。組み合わせて使うことに

なると思います。先ほどは説明を省略しましたが、

一旦書き換えてしまうと電気は不要なので、読み

出しのところだけを効率よくやればいい。ただ、

書き換えるところでは若干電流が必要なんです

ね。小さくすると、その電流密度が上がっていく

ので、究極のことを考えるとカーボンナノチュー

ブのトランジスタを我々のメモリにという形で

ペアを組むというのは、非常にあり得る世界だと

思います。 

【室山】いいですね、それは。よく分かりません

けれど、なにかすごそうな感じが（笑）。 

非常に面白い、それぞれのご研究をこういう風

に聞いたのは私も初めてなので、非常に興奮しま

す。 

 

人材育成をどうするか        

【室山】次は人材育成を縦軸にしながらいろいろ

なご意見をいただきたいと思います。 

大野先生には防災の話を絡めながらお話しい

ただければと思います。 

お話をうかがっていますと、なにかこの 3人の

先生方は尋常じゃないなというか、すごいなと。

こういう人が日本に100人いたら世界を席巻する

なと思うのですが。やはりこういう先生について

いく後輩たちを育てて、全体としてパワーが増し

ていくことを望みますので、産業界の人材育成、

それから教育界の人材育成に切り分けてお話を

聞いてみたいと思います。 

 まず佐川先生、産業界ですね、日本は今いろい

ろな課題を抱えて、元気のないところもあれば元

気のあるところもあります。産業界でどういう人

材がこれから求められて、どんな風にしたら、創

造力のある豊かな人材が育つのか、お考えをお聞

かせください。 

【佐川】その答えになるかどうか分かりませんが、

カーボンニュートラルとか SDGs とか、それに対

処するためにたくさんの問題があるんですよね。

これからの若い研究者に、解決していっていただ

きたいのですけれど。その解決する方法について、

私はずっと前から考えていることがあります。 

解決する方法、私の例から言いますと「「希土類

と鉄で磁石ができない。できるはずだ。できたら

こんなに素晴らしいはずだ」とそういう問題が頭

に浮かぶわけですね。それはどうしたらできるだ

ろうか。どこを調べても載っていない。「「希土類「・

鉄磁石を開発する」というテーマが頭に浮かんだ

ら、それに対していろんなアイデアを出していく

んですね。出していって、そしてそれを実験して

みるわけですね。実験してサンプルを作る。いろ

いろなアイデアでサンプルを作る。サンプルを作

って評価して、ダメだったらまたやりかえる。そ

のやり方は普通のように聞こえるかもしれませ

んが、普通のやり方というのはなにか問題があっ

たら、まず基礎にかえって、基礎をだんだんだん

だん積み上げて、それができないかどうかという

ことを基礎から研究していくわけです。それをボ

トムアップの研究としますと、私が言いたいのは

トップダウンの研究。こういうことが必要だ、こ

ういうものが必要だ、と言ったら、そのためにど

うしたらいいかというアイデアをものすごく考

えるのです。考えて考えて考え抜いてトップダウ

ンですね。そしてアイデアがぱっと浮かんだらや

ってみる。サンプルを作る。サンプルを作って評
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価して、それをグルグル回していって成功する。

それがネオジム-鉄-ボロン磁石だったのですね。 

原子と原子の距離、鉄と鉄の間の距離を広げた

ら良いというアイデアが浮かんで、それをやるた

めにどうしたらいいか。ある人が言っていて研究

会の時に思いついたのですが、それをやってみた

ということがすごいですね。ネオジム-鉄-カーボ

ンとかボロンをやってみたのです。やってみて、

そしてできた。それがネオジム-鉄-ボロン磁石だ

ったのですね。それを私はニュークリエイション

と言います。何もないところから生み出す、新し

いものを生み出す、ニュークリエイション。 

もう１つ大事なことはそれをモノにしないと

いけない。量産で社会に役に立つものにしないと

いけない。それは大企業でやるべきなのですね。

大企業をうまく利用してこのネオジム-鉄-ボロ

ン磁石ができたのですね。アイデアは私が富士通

にいた時にできたんです。そしてそれを実行した

のが大企業。富士通は「「やらない」と言ったから、

外に出ていってやったらものすごく全員が協力

してくれて成功したんですね。そういうニューク

リエイションは個人のアイデアですね。トップダ

ウンでアイデアを練ってニュークリエイション

をやる。そしてそれを成長させるのは大企業です。

だから良いアイデアが出て、これで行けそうだと

サンプルができたら、大企業を使ってやっていき

ましょう。そして社会に役に立つものができるん

ですね。そういうパターンで研究を早く成功させ

ていきたいです。 

テーマはいっぱいあります。テーマをいつも毎

日考えて、自分で良いアイデアを出すようにして

ください。そしてそれにチャレンジしてニューク

リエイションを起こして、そして成功したら大企

業とやっていく。それがものすごくうまくいった

例がネオジム-鉄-ボロン磁石ですね。それをまた

他のテーマで再現していただきたいと思います。 

【室山】中小企業はどうすればいいんでしょう。 

【佐川】そうですね、中小企業というか、このニ

ュークリエイションをやってもらうのは大学に

期待しますね。そして中小企業でもかまわないの

ですけれど。量産化は中小企業でやったらいいと

思いますね。ニュークリエイションは大企業でや

ってもいいと思うんですね。大企業のなかでもそ

ういう研究をする機会を与えてあげたいんです

ね。そして良いアイデアが浮かんだらみんなに採

用してもらってやると、そういう制度を大企業の

中でも作っていいのではないかと思うのですね。 

【室山】今の大企業ではそういうことはなかなか

できないということですね。 

【佐川】できないですね。 

【室山】大企業なのに。 

【佐川】できないと思います。 

【室山】しっかりしろ、と。 

先生のメモのなかでおもしろいなと思ったの

は、希土類と鉄を合わせて永久磁石。異質なもの

を組み合わせていますよね。「こんなことはでき

るわけないよ」と、ほかの研究者は言っていたの

ですか。なんで先生だけが・・・。 

【佐川】サマリウム「・コバルト磁石がものすごく

隆盛で、ワーッとみんながやっている時代でした。

その時に希土類と鉄でも磁石ができるはずだと

みんな分かっているんですね。研究者はみんな分

かっている。でも、誰も手をつけないんですよ。 

【室山】なんで？分かっているのに・・・。 

【佐川】なぜでしょうね。だから、そういう体質

がいけない。やってみるということですね。 

【室山】なるほど。 

 目的を設定してニュークリエイションをして

いくというのは、非常に着実なやり方ですね。さ

っき打ち合わせの時に「「10 年後のニーズ」をイメ

ージして、そこからキックバックとか・・・。 
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【佐川】そうですね。若い研究者のみなさんにお

願いしたいのは、そういうニュークリエイション

をやってほしいのですけれど、「ニュークリエイ

ションのテーマはニーズから探してください」と

私がほかの研究会で言っていたら、「ニーズでは

小さい」と。「「研究のスケールとしては小さい」と。

ちょっと誤解を招いたようなので言葉を変えま

して「「10年後のニーズを考えてください」と。10

年後にはこんなものが必要になるよ、と考えて、

そしてそれに向かって邁進する。10年後に何が必

要か、それがテーマ。テーマを探してください。

そして、それをニュークリエイションするために、

いろいろなチャレンジ、なにかアイデアを出して。

毎日毎日考えるのですよ。考えるということが大

事ですよね。 

若い人にもう一つ言いたいのは、考える時間が

少なすぎますね。みんなスマホばかり見ている。

とにかく考える、ものすごい考えて考えて考え抜

くということが、すごく大事ですね。 

【室山】打ち合わせの時に、目的を設定してトッ

プダウンというのかキックバックしていくとい

うやり方に対して、飯島先生は「「私はそうではな

い」と言われましたが、ちょっとお願いします。

どういうことでしょう。 

【飯島】私の恩師である名城大学の上田良二先生

がよく言われたのは、目的のある研究ではなくて

目的のない「（研究）と言うか・・・。目的のため

の研究ではなくて、何がなんだか何が来るか分か

らないという目的で研究する。基礎研究の研究者

はそういう先生が多いかもしれませんが、テクノ

ロジーの分野ではやはりターゲットを設定して

それに立ち向かわないと、スピードがないと競争

に負ける。一方で対照的にあるのが、目的のない

研究でカーボンナノチューブもそうですけれど

も、なにかやっていたら見つかった、というのも、

おもしろければいいんですね。ですから、そうい

う研究スタイルもあるかな、と。そういうのが結

構多いのですね。ノーベル賞の研究というのはほ

とんど目的設定の研究ではなくて、なにか違うこ

とをやっている間にもっと素晴らしいものがで

きた、そういうセレンディピティアスな研究が、

多分７割方そういう研究で成果が上がったとい

うことが調べると分かります。 

【室山】そうすると飯島先生は強くて軽い物質で

あるカーボンナノチューブを作ってやろうと思

ってやったのではなくて、知的好奇心に導かれて

そこまでいった？ 

【飯島】そうですね。ただ、その時に丸腰では戦

えない。完全武装して十分に用意をして立ち向か

わないと跳ね飛ばされるので。 

私は電子顕微鏡が専門ですが、電子顕微鏡の技

術を徹底的に身に着けて、それでアメリカに乗り

込んだのですね。そうするともうトップランナー

ですね。 

ですから、若い人は特に自分の分野に進む時に、

自分で得意な技というか技術を、なんでもいいの

ですけれど、とにかく１つ持って挑む。その準備

がないとなかなかトップの研究者にはなれない。

カーボンナノチューブは直径 1 ナノメートルで、

普通の肉眼ではもちろん見えないし、普通の顕微

鏡でも見えない。たまたま私は超高分解能の電子

顕微鏡でいろいろ細かいものをずっと見ていま

した。そういう意味でそういう準備があったので

たまたま見つかった。そういう意味ではまったく

の偶然ではない。よくプリペアドしたマインドが

あったのかもしれません。 

【室山】大野先生、今聞いていて、目的を設定し

て実現していくのと知的好奇心に導かれて行く

のとベクトルの方向が違うのですけれども、お 2

人とも大きな仕事につなげられた。この 2つのベ

クトルの違いをどうまとめればいいか、ちょっと

解説してください（笑）。 

【大野】まとめるというよりは良い大学の良い研

究のスペクトルというのは両方がないといけな

いと思うのです。役に立つという軸もありますし、

発見する、深く理解するという軸があって、どち

らも尊いし深いんですね。この 2つの軸、役に立

つだけでも役に立たないことだけを自分の興味

でやるのと、そのどちらでもちょっと物足りなく

て、両方が良い関係で大学にあるというのがとて
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も重要なことだと思います。 

 私自身は、「（スライドの）経緯のところには分か

りにくく書いてあるのですが、スピントロニクス

の研究は好奇心で入りました。ですので、なにか

しようというよりは、なにか面白いことがあるか

もしれないと思って入ったんですね。物質を変え

たりいろいろやっていて、これをやると集積回路

の世界に革命が起こせるかもしれないというこ

とで、最後はデバイスとして、みなさんがいま使

っているモノのプロトタイプを一番最初に作っ

たのです。 

その時には実はすごく簡単なことをやってい

ました。スピントロニクスのデバイス、金属層と

コバルト鉄なんですけれど、コバルト鉄であった

り絶縁層だったりとミルフィーユのような状態

になっている。そこでこういうことをしたかった

のですね。磁石というのは普通の薄膜で作ります

と NS の向きが面内に入ってしまうのですね。そ

れで、薄膜だけれども面に垂直にすると高性能に

なるということが分かっていたのです、理屈のう

えで。でも、なかなかできなかった。たくさんの

条件を満足しないといけないので、ただ単に垂直

になればいいというのではなくて。それで、当時

「横のものを縦にできないのか」と。若い方はあ

まり知らないんですよ、この慣用句を。「「あの人は

縦のものを横にしない」とか「「横のものを縦にし

ない」とか言われる。それは誉め言葉ではなくて、

すごく簡単なことすらやらない、という意味なの

ですね。でも、横のものを縦にするということは、

実はそんなに簡単ではない。ところがみんなが使

っている材料である部分の厚さを変えていくと、

横からギリギリのところで縦になる。薄すぎると

磁石の性質が失われてしまうので、このギリギリ

のところがあるということを、我々は発見したの

です。それが今使われている。ですから、「一番大

切なポイントはなんですか」と聞かれたら、「薄く

したところです」と言うだけで、あまりインパク

トはないですよね。でもそこを見つけるのがすご

く大事だったのです。 

世界中で使われている材料でしたから、ほかの

アメリカの研究室、台湾の研究室なども、実は垂

直になるということは見ていたと後から言うの

です。でも大学院生が「「先生、これ垂直になりま

した」と言ったら、「そんなことはあるはずないか

ら、もう一度ちゃんと実験したら」と言っちゃっ

たんだよね、というのがいくつかの研究室です。 

我々はいつ――これは、いまお話になられたこ

ととつながると思うのですけど、いつ何に出くわ

すか分からないから、ちゃんと目を開けて、その

見えたものをちゃんと理解するというのがすご

く大事だなと。それは我々じゃなくても学生諸君

が見ている可能性がありますし、いろいろなとこ

ろがあるので、それをきちんとモノにするという

のは極めて重要だなと思います。 

【室山】お 3人とも共通点は「「見逃さない」とい

うことですね。見逃してないですね。 

【飯島】みなさんにちょっとテストしますね、い

いですか。大野先生、好奇心から大発見がきた。

みなさんの好奇心の具合をテストします。いいで

すか。 

【室山】まず、みなさんにモノを見せたほうがい

いですね。 

【飯島】ここにカーボンナノチューブがあります。

本物です。これは市販の懐中電灯です。フラッシ

ュライトです。LED ですけれど。これに光を当て

ます。＜音が出る＞ 

【室山】聞こえました？ 

【飯島】さて、好奇心わきました？（会場笑） 

なぜだろう？光を当てると音が出る。カーボン

ナノチューブに光を当てると音が出る。さて、考
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えてください。ここに諸々サイエンス、テクノロ

ジーのおもしろさがあるんですね。 

これで今、好奇心のない人はやめてください、

エンジニアやめてください。（会場笑）ということ

で、やはり何が起こるか分からない。 

これは、実は一昨年の 12 月に名城大学の卒業

生で私のところでドクターをとった研究者が、

「先生、これに光を当てると音が出ますよ」と言

って飛び込んできたのです。それでいろいろ調べ

たら「そういうことか」ということが分かった。

彼はそういう好奇心が非常にあって、いろいろな

ところにアンテナを持っていて、そういうことを

見つけてきた。 

これが多分サイエンス、エンジニアリングの現

場だと思うのですね。新しいものを生み出すとい

う。そこのところは非常に重要。教科書に書いて

あることばかりが知識ではなくて、そういう体験

から得るものが非常に多いと思いますね。 

 ちなみにシドニー・ブレナーという生物学者が

います。ノーベル賞をとって一昨年亡くなりまし

たけど。沖縄の大学の学長をやっていました。彼

が、ディスカバリーというのは新しいテクニック

による。その次にくるのが新しい発見による。3番

目にくるのが新しいアイデアによる。彼が言うに

はその順番で新しいものが見つかるんではない

かと。彼がどこかでそういう風に書いているのを

見ました。 

私にあてはめてみると電子顕微鏡の技術があ

って、それから発見があって、それからアイデア、

そういう順で新しいものが出てくるのではない

か、と彼は言っています。 

【室山】それでさっき、どうやって音が出たんで

すか？（会場笑） 

【飯島】それは皆さん考えてください。「（会場笑） 

【室山】音が出ていた。その先はどうなるのです

か。なにかいいことがあるのですか。 

【飯島】これはカーボンナノチューブですが、ダ

イヤモンドの粉でもシリコンの粉でもいいので

す。ナノ・クリスタルならいいんです。いろいろ

調べた結果、ダイヤモンドの粉を市販で買いまし

た。0.2μから 24～25μのいろいろなサイズのダ

イヤモンドの粉を用意して、同じ分量だけ並べて

光をパッパと当てていく。それで音を聞いていく。

そうすると一番小さいのが一番でっかい音が出

るんですね。大きくなると出なくなる。というこ

とは、光を当てるとダイヤモンドのサイズが測定

できる。光でナノサイズ、ナノ物質の直径が分か

る、大きさが分かる。同じようにナノ物質を同じ

材料で重さを変える、質量を変えると、また音の

大きさが変わってくるのですね。ということは光

を当てて音を聞いて重さが測定できる。2 つ特許

になるはずですけれど「（笑）。そういう応用が直ち

に出てきます。 

これは表面の現象なので、表面でどういう風に

して音が出ているかと言うと、空気の分子がナノ

チューブに当たって、光のエネルギーがナノチュ

ーブに吸収されて温度が上がります。この光「（懐

中電灯）はパルスになっていて、ついたり消えた

りしているんですね。つくたびに温められて、次

の瞬間切れるので冷める。温め、冷める、温め、

冷める――つまり温めると空気の分子の動きが

大きくなるので圧力が上がる。消えると下がる。

圧力の高低ができる。それはまさしく音です。音

というのは縦波。知っていますよね。それがここ

で起こっているのですね。 

【室山】なるほど。 

【飯島】それが解答です。この話は、話すと 30 分

ぐらいかかります。（会場笑） 

アメリカのベル研の創始者グラハム・ベルがこ

の現象を発見して、立派な論文を 1881 年に書い

ているんですね。それからみなさん、チンダル現

象って知ってます？ブラウン運動の発見者、イギ

リスの物理学者のチンダルが、今説明したような、

ガスが温められたり冷まされたりして圧力がで

きて音が出ているんだと、そういう論文をロイヤ

ル・ソサエティにちゃんと報告しているのです。

1881 年トーマス・エジソンがちょうどそこらで戦

っていた時ですね、そういう時代の話で。これが

150 年後にナノ材料でもう一度見つかった。それ

が去年の話でした。 



19 

 

【室山】ありがとうございます。 

【飯島】サイエンス、なかなかおもしろいんです

よ。 

【室山】止まりませんね。 

飯島先生のスライドを出していただけますか。 

大野先生にうかがいます。これからの大学の人

材育成のあり方についてですが、飯島先生のこの

顔ですね、これは僕はもう本当に大好きですね。

（会場笑）少年のような。 

大野先生、こういう顔をした学生がもっと増え

たほうがいいんじゃないですか。 

【大野】はい、まったくその通りだと思います。 

 先ほど申し上げましたように、大学の研究には

役に立つ、あるいは考えを深める、新しい発見を

する、いくつかの軸があります。それらを組み合

わせる、あるいはそれらを 1人ずつが「「私はこれ

をやろう」「これを深めよう」ということでやって

いただく総体が良い大学の良い研究になるんだ

と思います。 

 先ほどちらっと室山さんから災害科学という

話がありました。名城大学と私ども東北大学で一

緒にやらせていただいているのが災害科学の研

究です。スピントロニクス関連で言うと、我々は

東日本大震災の時に、少なくとも一般の人がかな

り困ったのは充電が切れる。かつ 8時間しか基地

局が持ちませんでしたので、電波がなくなって連

絡が取れなくなる。省エネがすごく大事だ、とい

うお話をしておきたいと思います。省エネと災害

科学、災害にどう我々が対処していくか、という

ことは関係しています。 

一方で、社会を変えて、あるいは世界を動かし

て、我々がもっとレジリエントな社会を作ろうと

した時に、何が必要かということも大学を含めて

考えていかなければいけないと思っています。 

日本で住む以上、4 つのプレートがきしんでい

るところでは必ず地震が起きます。ですから我々

は、その必ず起きることに、いつ起きるか分かり

ませんけれども、備えておかなければいけない。

あるいは、備える社会を作っておかなければいけ

ない。その社会の作り方は世界の様々な国々に参

考になるはずなんですね。ですので、それを世界

にも発信していく。災害科学を極めると、そこで

得た知見は世界の枠組み作りに役立てなければ

いけない。幸いにして日本では仙台防災枠組みと

いう形で――その前は兵庫防災枠組みだったの

ですけれど、世界の防災枠組みの発信地になって

います。世界の三大アジェンダが 2015 年にでき

て、1つが仙台防災枠組み、もう１つが SDGs、も

う１つがパリ協定です。重なるところはたくさん

あるわけですけれど。 

何が言いたいかと言うと、世界を相手にした枠

組み作りというのは、これから日本の大学は意識

していかなければいけない。 

ルール作りというのはとても重要で、オリンピ

ックで日本が勝ち続けるとルールが変わる競技

があったことがご記憶にあるかもしれませんし、

カーボンニュートラルと言ってもいろいろな道

があります。到達点はカーボンニュートラルとし

ても、いろいろなパスを通ることができて、その

パスが、こうでなくてはいけないというのは、ル

ールを作るところで、そこにその国の産業の利害

得失も反映した形で、世界のルールは今作られて

いるわけです。そのルールを作るというところに

も、大学が関与するという意味で、いま我々は災

害科学をやっているのですけれど、そこには学生

諸君にぜひ参加してもらいたいと思います。 

今キュリオシティ・ドリブンの話、あるいはテ

クノロジーという軸、さらにそれらを枠組みとし

て世界にルールを発信していくという役割も含

めて、これから大学が果たしていかなければいけ

ない――大学だけではありませんけれど、大学が

果たしていかなければいけない役割は、非常に重

要になっているなと思っています。 
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Ｑ＆Ａ               

【室山】ここで Q&A に入りたいと思います。 

質問がある方は手を挙げて、マイクが行きます

ので質問を受けます。質問のある方、どうぞ。 

 国際会議の優れた名司会者は、「インド人を黙

らせ、日本人を喋らせることだ」と言っておりま

す。「（会場笑）質問をしないと何も答えません。ど

うぞ質問してください。私の会社はどうしたらい

いでしょうか、でもいいです。どうぞお願いいた

します。 

なければ呼び水で・・・。事前に来ているクエ

スチョンで、「「変革するなかで変わらないもの、変

わるべきところと変わらないところ。何を変えず

にいて何を変えるべきか」という質問が来てるん

ですけど。どなたでも結構です。抽象的な質問で

すが、なにかピピッとくることがあれば、どうぞ。

お 3人の方、どなたでも。いろいろ変革していく

けれど、変わっちゃいけないことってなんですか、

みたいな。 

【佐川】その答えになっているかどうか分かりま

せん。私が言いたかったことを無理矢理言います

と、大きな研究予算が出て、研究グループを「「選

択と集中」で選びますよね。そういう選び方では、

そういう研究では、ニュークリエイションはでき

ないということを言いたいですね。選択と集中と

言う、良いテーマを出して、そして良いアイデア

を出してやっていくという、それではニュークリ

エイションはできないですね。だから、筋道が全

部分かったものにしかお金を出さないんですよ

ね。これは多分成功するでしょう、という筋道が

あるものではニュークリエイションはできない

ですね。だから、そういうのは無駄ですよ、とい

うことを私は言いたい。大きな予算を出して「「こ

の研究ができる人は手を挙げて」とかってやって

もらっている。それでは、ニュークリエイション

的研究はできないですね。それぞれの人が目的、

これが大事だというのをやり方と一緒に見つけ

てそれをやっていく。数をたくさんやるというの

が、成功。 

【室山】会社の偉い人に「「こんなのをやっている

んだ」という時に、「それをやってどうなるの？」

と聞かれたら答えがないでしょう。それをどうや

って説得していくのですか。俺を信じろ、みたい

な？ 

【佐川】会社の偉い人が言うのはグロース的研究

ですから、それはできます。やり方はそんなに難

しくないと思いますので、できますよ。でも 10 年

後のニーズとか、そういうものをどうやってやる

のかというのは、すぐにアイデアは出てこないん

です。だからそれも一緒に考えてやっていく。そ

れをみんなに考えてもらいたい。たくさんの人が

考えて、そのなかからアイデアを出した人ができ

る実験とか、研究できるようなシステムがほしい

な、と思います。 

【室山】佐川先生が言うから「「なにかなるだろう」

と偉い人は OKするんですかね。 

【佐川】はい。（会場笑） 

【室山】飯島先生、なにかあります？「今のことで。 

【飯島】私がアメリカにいた時に、ケンブリッジ

大学の偉い先生が来て――電子顕微鏡の話です

けれど、「お前のやっていることはオリエンタル

ペーシェントか」と言ったんですよ。要するにア

ジア人は日本人を含めて、いろいろ耐えている。

電子顕微鏡は真っ暗なところでグルグルやって

いるので、それはきっと白人にはできないのかも

しれない。オリエンタルペーシェントは非常に良

いことですね。だけど、悪いところは、それは表

に出して宣伝するとか、――奥ゆかしいかどうか



21 

 

知りませんけれども、そこらが足りない。グロー

バルな時代には、やはりできたモノを、出ていっ

て大いに宣伝するという、アグレッシブなところ

がないのか、ちょっと足りないかなという感じが

しています。 

【室山】ほかの質問で、「「もし 2023 年現在、先生

が大学生であれば、どんな勉強をされますか」―

―大野先生、いきましょうか。今は総長として偉

くなられましたが、今学生になりました。何の研

究をされます？ 

【大野】いい質問ですね「（笑）。どういう風に答え

ていいのか「・・・。分野で言うと私は今だったら

バイオをやってみたいなと思います。 

私はずっと個体物理、凝縮系の物理学から材料、

そして電子デバイスときましたので、ちょっと傲

慢な言い方に聞こえるかもしれませんけれど、だ

いたいそこは分かったというか、分かったような

つもりになっているので、今度は分からないバイ

オをやって貢献できたらいいなと思います。変な

言い方をしますが、研究費を申請する時になぜや

っているのかを書かなければいけないんですね。

スピントロニクスと言うと、まず「「スピン」から

説明をしなくちゃいけなくて、「それはなんです

か」というところからなんですね。ところが生命

の原理を研究すると言うと「「分かりました」と言

ってくれるので、なんかすごいじゃないですか。

そういう研究をしてみたいと思います。 

【室山】同じ質問をいきましょうか。佐川先生、

今大学生になりました。何の勉強をされます？ 

【佐川】大学生というか、大学院の時を思い出す

のですけれど、私はあまりいい論文が書けなくて、

ドクターコースまでいって、なんとかドクターを

とったのですが、4 年かかってドクターをとった

のです。でも、とにかく良い研究ができなかった

んですね。その論文もどこかのジャーナルに出す

こともできなかった。なんでできなかったのかな

ぁと。それで富士通に行ってがんばったのですけ

れど。 

なぜできなかったのかなぁと思うと、やはり人

の真似をしていましたね。偉い人がこんな発表を

したといったら、ワーッとそれを一生懸命勉強し

て、人の真似ばかりしていましたね。それがいけ

なかったですね。やはり勉強することは大事です

よ。勉強は絶対にしないといけない。基礎的な、

特に材料の場合はね。量子力学とか、難しいです

けれど、絶対に勉強しなければいけない。そうい

うのをして、人の真似をしないで自分で考える。

自分で考えた研究をなんとかやれば、もうちょっ

と大学の時もなんかできたかなぁ、と。自分で一

生懸命考えてやる。私は富士通に入ってそれをや

ったのですね。うまく転換できて今のネオジム磁

石の発明につながったのですね。大学の時に勉強

を一生懸命して、そして自分で考えてアイデアを

考えてやる、というのを、やはりやってほしい。 

もう 1つ。私は後悔したのですけれど、大学院

の時は先生の言われるものを黙ってやっておれ

ばよかったなぁ、というのもありますね。そして

大学に就職して、あるいは会社に就職してから、

自分のアイデアの研究をしても良いと思います。

大学院の時は先生の言うテーマを一生懸命やる、

そして勉強するということで良かったかなと思

います。 

【室山】佐川先生のメモには、大学時代にいろい

ろことをやったことが、逆に良かったかなと書い

てありますけれど、そういうことですかね。 

【佐川】そうですね、そういうものも活きている

かもしれません。勉強したというのは、私はいろ

いろな分野の研究室に行って勉強したのですね。

それが非常に良かったと思いますね。 

【室山】同じ質問です。飯島先生、大学生になり

ました。何を研究されますか。 

【飯島】ここに引っぱってきたのですけれど、

“ Imagination「 is「 more「 important「 than「

knowledge.「 Knowledge「 is「 limited.「

Imagination「encircles「the「world.”「知識よ

り想像力が大切だ、知識は限られる」ということ

なんですが。これは名城大学にもあるのです。

「モノは限界です。チキンラーメンやカップヌ

ードルはいずれ飽きられるかもしれない。しか

し、創造には限界がありません。新しいもの、独



22 

 

自のものを作れば商売になります。食の仕事は

無限です」――安藤百福という名城大学を作っ

た人です。カップヌードルの社長さん――こう

言われたんですね。これは、アインシュタインの

さっきの言葉と全く同じじゃないですか。

“ Imagination「 is「 more「 important「 than「

knowledge.「 Knowledge「 is「 limited.「

Imagination「encircles「the「world.” 

私はこれが好きなんですよ。なので、若い人に

はイマジネーション、想像力をもって未来を切り

拓いてもらいたいですね。 

【室山】なるほど。今の話が良い話なのでこのま

ま終われば良いのですが、ジャーナリストなもの

で、ひねくれていまして、大野先生に質問です。 

 この前、AI のチャット GPT というのがおもしろ

くて毎晩やっていて、今日のニュースを見ている

と、チャット GPT の 4 が出たと。べらぼうにすご

いとかいうウワサがあって。どんどんどんどん AI

が進化していって、人間の精神活動に近いことが

どんどんできていく。今飯島先生が言われた人間

のイマジネーション、一番人間的な精神作用です

ね、それと AI がここまでどんどんどんどん進化

するなかで、人間の勝負球はなにかということに

なっていくのですが。 

 半導体を「（研究）されている立場でお答えいた

だきたいのですが、どういう学生を育てていけば

良いのか、ご意見をまとめの意味でお願いします。 

【大野】それがまとめになるんでしたっけ。（会場

笑） 

 今の AI は組み合わせのもっともらしさで、み

なさまに解らしきものを出しているわけです。

我々は組み合わせのもっともらしさ以上のこと

をやっていると思うのです。つまり AI のインプ

ットは我々を超えた莫大なもので、それを解析し

て――チャット GPT を使ってみましたけれど、ま

ぁもっともらしいことは出てきますけれど、結構

デタラメも言ってくれるんですね。 

トレーニングされた科学者、あるいは一般の人

たちの思考までは、まだと言っていいかどうかは

はっきりしませんけれど、できてないと思います。

ですので、我々が今取るべきというか、取る態度

の 1つは上手に付き合おうと。そういうツールが

あるから、それをうまく使いこなすためにはどう

すればいいのか、ということを考えよう。特にロ

ボット、AIなどに置き換えられようとしていると

おそろしげに語られますけれど、我々は少子化の

世界にいるので、それを上手に使えば良いじゃな

いかと、そういう態度でいるのが一番健全かなと、

私自身は思っています。 

【室山】やはり人間のイマジネーションとか独創

性とかいうのは最後まで失われず、AI がどんなに

進化しようが我々の勝負球であると、こういう理

解をして良いですか。 

【大野】それはまだ証明されていないので、言い

きることはできないと思いますが、そういう風に

考えて毎日を過ごすのが健全かなと思います。 

 

次世代へのメッセージ          

【室山】ずっと聞いていたくて、本にすれば良い

んじゃないかというぐらいおもしろい話がいっ

ぱい出ているのですけれど。 

最後に 1 人 2～3 分ずつまとめを言っていただ

きたいと思います。次世代へのメッセージですね。

あとに続く後輩たちに対するメッセージを一言

ずついただきたいと思います。 

まず、佐川先生からお願いします。 

【佐川】次世代の、これから研究者になってほし

いんですけれど、若い人に言いたいことは、非常

に平凡ですけれど、基礎的な勉強を一生懸命して

ください。それからニュークリエイション的研究

ができる体質になっていただきたいと思います。

ニュークリエイション的研究と言うのは、自分自

身もそうですけれども、やはり組織全体がそれを

許すようにしていただかないといけないので、そ

ういうチャレンジをできるような体制に組織が

なったらいいなと思います。 

【室山】ありがとうございます。 

飯島先生、次世代へのメッセージ。 

【飯島】ええと「・・・何を言おうとしたんだっけ・・・。 
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【室山】さっきイマジネーションが重要だという

話をされて、その溢れる気持ちを・・・。 

【飯島】イマジネーションがなくなっちゃったか

な。（会場笑） 

 若い人はとにかく自分の一番得意な分野に進

んでください、ということですね。 

私は NEC の基礎研究所にいましたけれども、立

派な優秀なヤツがゴロゴロいるんですね。ところ

が彼らが全部良い仕事をしたかと言うと、はなは

だ疑問なんですね。１つの理由は多分自分の一番

好きなところに配属されなかったと思うんです

ね。ですから、偉い先生方も含めて、適材適所と

いうか、やはりそれぞれの一番得意とするところ

に配属するとか、あるいは大学生であれば自分で

一番得意な分野に進む。そして、もしダメだった

らまた違うところに行く。私自身の経験を言って

いるんですけれど「（笑）。フレキシブルに行き先を

選んだらいいんじゃないかなと、私の体験を含め

て紹介します。 

【室山】ありがとうございました。 

 大野先生、お願いいたします。 

【大野】飯島先生と驚くほど似ているのですけれ

ども。特に大学生、あるいはこれから大学に入ろ

うとしている人たちは、ぜひ自分のやりたいこと

を見つけてほしいし、自分のやりたいことがある

のだったら、それをぜひ追究してほしいと思いま

す。それは「「好きこそものの上手なれ」というこ

とで。いろいろな業界条件があるので、必ずしも

それをずっと続けられるというわけではないか

もしれませんけれど、やはりそれを追究したとい

うことが人生の糧になりますし、みなさんの自信

になると思います。 

 もう少しシニアと言うか、大学を卒業して今働

いておられる方々も含めて申し上げると、グロー

バルな視点と言うのは、先ほど申し上げた意味で

も、とても重要です。日本のなかだけで完結しよ

うと思ってもうまくいかないことが、元々日本の

赤字の9割以上はエネルギーの輸入に払っている

お金ですから、孤立して存在できる国ではありま

せん。そういう意味で、グローバルという視点が

非常に重要だと思います。あとは、国内外を通し

てどういう仕組みを作ればいいかということも、

それはモノづくりが基本に、一番強いところに―

―モノなしの仕組みづくりというのはあり得な

いので、モノづくりというのが基本にある、それ

ができているとすると、あとは仕組みをどう作れ

ばいいのか。それによって、みなさんが幸せにな

る､あるいは天下の回りもののお金がどういう風

に回って、我々の社会がより良くなっていくのか

ということを､ぜひ少しずつでも考えられるよう

になってくると、私たちの社会は何年後かにはと

ても良いものになっていると思いますので、ちょ

っとそういうことを心がけて考えてみていただ

ければと思います。以上です。 

 

【室山】ありがとうございました。 

今日、司会をさせていただいてとても幸せだっ

たと言うか・・・。この 3名が化学反応を起こし

ながら話していく現場というのは、なかなか見る

ことができないですよね。とてもおもしろかった

です。本に書かれていることよりも、生の声でお

話されていることが、すごい心を触発するという

か、そういう感じがしました。 

良く言う言葉で「「鳥の目、虫の目、魚の目」と

ありますけれど、鳥の目は全体を鳥瞰する目で、

虫の目はミクロの目で、魚の目は流れを読む目だ

と。そういう複眼をみなさんお持ちで、そこで起

きている現象を見逃していないというか、そこの

洞察力のすごさというのが、多分ほかの方と違う

ところであろうと思います。そういうやり方を、

我々は――私は一般人でございますが、少しでも

学んでいければ良いなと思います。それで今のよ

うなクリエイティブな方々がうまく機能して、社

会全体が変質していけるように、大変革時代を乗

り越えていけるようになればいいなあと。その意

味でも、ここに経済産業省とか国の方がおられた

らもっとよかったなと、聞いてほしかったと思う

ぐらいのことでございます。 

今日は、どうもありがとうございました。 

先生方に大きな拍手をお願いいたします。「（拍手） 
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閉会あいさつ                 

 東北大学「理事・副学長 佐々木 啓一「様 

  

本日は、名城大学と東北大学との共催シンポジウ

ムにご参加いただきまして、誠にありがとうござ

いました。 

 みなさん、いかがでしたでしょうか、本日のシ

ンポジウム。私もすごい興奮してしまって、本当

はこうやって原稿を用意しているのですが、ここ

から外れて勝手に話していきたいな、なんて思っ

てしまっていたところでした。 

 今日は、一応は「「大変革時代を生き残るモノづ

くり、ヒトづくり」というタイトルで、 実学』と

いうところに焦点を置いてお話すると打ち合わ

せ等いろいろと行われておったわけですが、今日

の台本を私も見ていたのですが、本当にそれを超

えて非常に広い範囲で、しかしながら、日本の将

来のためのモノづくりヒトづくりというところ

にきちっと焦点が当たってお話しされていまし

た。世界の権威である飯島先生、佐川先生、そし

て大野総長からの話があって、それをファシリテ

ーターの室山さんがうまくずっと引っぱってく

れたというのが、このシンポジウムでございまし

た。 

本当になかなか聞けない話だったのではない

かなと思います。私は東北大学出身なんですが、

私にとっては、東北大学ご出身である飯島先生と

佐川先生、そして現総長の大野先生が、3 人でこ

ういうお話をしていることを非常に誇らしく思

いましたし、我々あとに続く者も頑張っていかな

くてはいけないと思っていたところです。 

飯島先生が理学研究科出身、佐川先生が工学出

身で、まさにそういうところでのお話になってく

るわけですが、それでもやはり、大野先生がおっ

しゃられたように、一緒のベクトルを向いている

という関係にあるわけですよね。みなさんが目的

意識をしっかりと持って、こういう研究に取り組

んでおられたということが、はっきりとわかった

と思います。 

本日のお話は、ご参加の企業の方々、また学生

の方々を含めて、みなさんに非常に良い刺激を与

えたのではないかなと思っています。 

 最後に、この企画をしていただきました名城大

学の立花理事長、そして小原学長、関係者の皆さ

まに、この場を借りてお礼申し上げます。 

本日は、まことにありがとうございました。（拍

手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のシンポジウムの

内容は動画でもご覧い

ただけます。 
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DATA「&「IMPRESSIONS                           
 

【事前申込者内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果から】 

なぜ、本シンポジウムに参加しようと思いましたか（複数回答可） 

 

 

本シンポジウムをどこで知りましたか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

3

18

77

83

121

209

0 50 100 150 200 250

その他

ファシリテーター（室山哲也氏）に興味があったから

関係者の紹介があったから

名城大学・東北大学の将来ビジョンに興味があったから

パネリスト（大野英男氏/飯島澄男氏/佐川眞人氏）に興味…

シンポジウムのテーマに興味があったから

2

6

7

8

14

18

20

41

52

82

90

0 20 40 60 80 100

WEB広告

新聞広告

SNS（facebook, Twitter, Instagramなど）

各種団体等からのメールマガジン

掲示ポスター・チラシ

その他

学内告知（掲示板・ポータルサイトなど）

大学WEBサイト

新聞記事・ニュースサイトなどのメディア

大学からのメール

関係者の紹介
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【参加者の声】大変多く寄せられた感想のなかから、一部をご紹介します。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

非常に楽しくコーディネーターと先生方とのやり取りを聞かせていただき、こだわりを持って取り組むことを後押しさ

れた気持ちになりました。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

知的好奇心が新たなものを生み出す原動力であり、しがらみに捕らわれない環境を整備して行きたいと感じました。ま

た、適材適所が人を伸ばす。いいところを伸ばす！モチベーション向上による相乗効果も考えて行きたいと思います。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

好奇心が重要であり、そのためには好きな、得意な道に進む・進ませるべし。基礎を勉強し、負けないものを持つべし。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

世界トップの御三方の発言がそれぞれに特徴が有り、文系の私でもシンポジウムを楽しむ事が出来ました。研究者の地道

な日々の努力が、ほんの偶然の出会いから新たな発見があるのだという事がよく分かりました。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

ネオジム磁石「・カーボンナノチューブ・スピントロニクスどれも高度な技術ですが、成り立ちから応用まですとんと腹に

落ちて理解できたと思いました。将来に残る成果をあげられた方の話を聞く機会は大変有意義でした、自分も何か追求し

たいことを見つけてやっていこうと決めました。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

世界トップの研究者の方たちのお話でしたが、非常にユニークでありながら、わかりやすく、我々でも心掛けるべき考え

を教えていただけたこと。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

世界トップの研究者の研究に対する姿勢（挑戦）とその情熱に圧倒されました。また、日本のモノづくり技術への期待、

未来への希望を強く感じました。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

農学部ですが、とてもためになりました。近年、理系の人材を増やすということを聞きますが、その中にきっと農学部は

入っていないのだろうと感じることが多いです。時代はやはり工学部なのかと思わずにはいられません。しかし、農学部

で学んでいると、農学は結構範囲が広いのではないかと思っています。農学部＝農業や大根をイメージする人が今でもい

ますが、微生物や土、植物、動物、ランドスケープ、有機化学、無機化学、環境など幅広く学びます。農学✕テクノロジ

ーなどのプログラムが今後あればぜひ聞きたいです。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

最後の皆さんの次世代へのメッセージがシンプルかつエッセンシャルでとても良かったです。
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